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雪蝕による）しンドヘッカー
(1) 

谷） 1| 岳~ 吋追 にお‘げる観察

原 田 之畔

／． 誌言

本邦における氷独地形の厨究は，半世紀以..t:..(J)長さ lこ亘って行われて、 そ

の分布が明らかにされた．嗽俊は氷注の規模，謀式の研究I::'.も閲 lTられ てミ

た。しか 1し，本祁に分布する氷蝕地形 Jよ，過広の氷明におげる酌差である。

わが国は現存のうK可を有しはいが，緯度の割合に多晋であつ、阻つて君蝕免

悛は地形学的 1-:垂要 は萎因と思わいな・男餌作用の柑軒柏 1よ氷？忠の数橋研究 lご

大き g示唆をあたえるものと惜ずる．谷川岳附近は比鮫的低話度にもかかわ

らず ，中部山岳地帯に四敵する多垂山岳地域をある。せの山形も蝶々 たる

迄だ臼鱈し ．該やかな西側釦・面t急峻な栗面との歪しい地形 の対翠

も 1 本邦の氷怯地形の栄価t生1：：閲還を有していると危えられ6>. 唖老は 5曰

に亘つて該地威を臨査し／牧個町において）レンド・ヘヽ、ノカーを発兎し た。こ収

らは 中部山岳地域で充見さ出た氷他 1てよる）レンドヘ、、）カー 1 日昧フェ li/セン
（ユ）

山本店 Bどと， 熟るとも％ ら ない硯慄のものであ る。こヽ には ，事央の魏索
(3) 

~}レンド ヘ ッカ ー上の探棗の計房1 1 喧を報告し ． ＇•どの成因 Iつついて菩千の私児

を述べる。

ユ， 谷川岳問迎の地形こ叱I箕

谷）11逹各1よ照難山脈の臼島翌峯と同胡度にあり、おあ‘むね南北の方向に北かぅ瓜

熊岳(I7奴年）冗廷(!977.、?In)-I倉・岳(197バ I)1)谷｝11岳(/9632爪）の話答が約Sk,'rlの距漉

這リ，約11岳から主応は東釦）方租1て忠加 して高知嘉さす，9,(山／い（ふ心．31;L)1こ

振 いて いる 0 湮咎の乗阻りは急痘をな(.)7さんど岩石が，落出してい るが、 面

僻司這伐料で感岩 l疇＜ i匠木にお 1印われている 。乗斜面の文稜述叫Q_ を

形成しヽ、多くの心グん平を柏ち．兒企なるば1シ虹／ぶ4九であが谷支稜の

問には JC四呵-必(/)沢が流れ J.>t_(f)縦削面の項邸 1よ年以J:::(f)急傾斜で

わる。 この山地を憐成する岩石芯、翌田英哀氏の訓習 1：：よれば` ，山段の上祁
也）

は粗粒Jl7。ライト ，ホルンフエルス及びカ ンラン岩で，下祁は石英閃孫．芭及

び花悶名か st,l')・．＼ ＼ずれも深炭岩狽とそ ル（を貫い た名脈である．

3 )Vンド‘へ、ソカー及び榔痕岩面の分市とをの成、四、
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晒窯沢か ら涸沢への 分政点 [9Sowし）附近．の中の蕊石 1て:l)I)＼規燦む撚痕を呵

寸るものがあるかい｀ 酒沢の 中眼からツメ附近まで 1-::.は｛茎登岩回（石英閃恨

名）や立石 上＼之操痕が亥 故兒ら託る i 撚痕の巾芯zrぃ竹し程度を残＜『投さは

すべC ダ 0 C況以内であるゥ岩面は町懇されていない u走I盆は｛吉面の殺大頃

斜線の方固ど一致し Zいる。而寮尾根上毎虔 i7{JO兄附近の殺練の南恨ll¥：：：大

規模gルンドヘ ッカー群が存在する p 忠遜は 6回あリ， い ずれもカンラ .`.1冠

で表面が蛇綬宕化（表段 3, 5) され 尼 のもあ~. I個を除いては， すべての

釦 瓦 這 U)．て明瞭記 戸環載を裔 U, 衷国這然硬呑の、所箆這：恵え囮程に

滑かに研疱之れてい る。 第ぇ固は各名語J:..の携衆．こ、最大燦斜寮いの餓料角

及び走回の計剣億を ある。妥も晃茅区 IV‘ノドヘ、＇）カーは応は る岩鹿で a その

衰面成 ぱ蕊 立 乃改ある。 擦痕は ttJICIル に 及ぷのがあリ ， ほ）ま肉ー な危度

で平付にSqれ以 J::.連統 して定 つて いる 。この岩面の中宍祁 には敬本の機状を

なし た溝があリ ／ビの最大なものの梗M口目は 内 3SC汎 ，深さ lSC仇で ある。

這して ゲ屁泣り立-：バ虹翠vていゐ 。 こ此らの 知回 lよいずれも4桑痕

の~ d・［と国一である・岩凜R心 1--::は二癒の異る疋国を祀つ平行撚痕が認め ら

9れた，せの一 つは深く明瞭 を他の岩面の 擦痕と同方白の定向でわるが合ー つの

はや、武（岩面の最大傾斜緑ピ一致した足怠であ る、両毛の成因J:::の相遺は一見 して利ふ

与え咽1こ示さ出 てい釦桑 1-:，谷筏荻の定向が忍と"N60Wでわるが、この方卸む叫侵の

悛む方＇屯点び各患面の設大娘和方匂'<.Iざ貝つている． 畏近 この名癖1ご氷河甜

J なる桑心ぶ遣てられたことを附記 しておく ，更に Ioor^上方の 山陵の北剌！ご

も`敷鉱II)り・レン ドヘッカーを発見した．擦痕の走怠は山恨の綬紺方白 に従つて

いた、娯策の綬やがg山凜附近1口ば之 姐の巨庄があるが，訊宕面七擦浪も添

わら負てな かっ たっ次．に マチカ戻 1-::ついて述べる心沢の下流の卑石を注惹して

現 たぷ篠翡ga"浩 ものは発兇Cきなかつ rこ 0 ::::. J 天分ぬい ('jo{) l'tt) 戸 ~J-::

コブ｀択の経環勅，J ' ~ の唄邸に不明瞭ぶ沢と口方命 ．口走る撚界ぷ菜、めら れ た．

苓度灼J#00況の地点 の沢の商炸1-:. Iゃ>大屁様な）レ ンドヘッカーを発見し

した； 哀御ほ証ゎて茄鹿ミれ ，寝知宍に 3条の ttJII, o('!It 』沢 さ~ Cl>-i,の凜が

雄よ以て 、(1る。その 長さは灼7.0仇 1二逢 し、 走向は岩面の最大供佐緑め方白

い届ーをある。はあ‘．，こii)~~.ld長丘パ‘家酉か` あったらしく，そ 0 叫ば

紅、西 らしい水涵が認められ た ． (10同中旬） この山地炉唯 一の 1ふ 点を

叩る一 ノ含沃は，せm踏登1-:南疫の登察技術が要求、される のを，幽査でき8

かったこ '`(..Iよ残念であっ た”

狐と述べた ．ルドヘツカ`ーの成因 1-:.'T;)いてまたー 、決定的記歯ビ近してい ない

隻砥、／隼悪如ぬさものぷ玲辰すべさをないと恵シが，唯、 こ収ばホ雄4こ基ず
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くもの で厄 Llこ＼乙）よ ．かのヘット ナー 、スタ A ンが氷独ピ怨如示 でわなと同

じ程戻 の確衷ミを ，次の詩点にふつて 割吝で さるピ條ずる。

（／） 忘度 ．-Ip,f念く すぎる． 今村学郎氏 1よ内外 の多くの 資料と瑳Iごして，北
(S-) 

牛荻 Iておける氷期の＇君線高度＼乙盆度どの閑 係図辰を作成されたが，を i（に従

ぅと谷）1ぽ汀信の外＼甘月の習 t炉酎箋 IよJooom i江で兄ったと思われる ．ま た 1

蛍近の｝l1林園 夫氏 の発表 1：：よると，毀 わ習様の低下し乃 ,-iI) I A氷期と対比
・ （ヽ）

させる 期間の宮線はふ3()0匹である 、した がつ て、気鉄及び地形に恵ずく傾

皮を兎忍 Iミ入孔てむ， I7砂帆の高度で は／あまりにも低くすざ．る。

(Z) ))Iンドヘッカ ー群の 上邦 に2くの先塊力芹午在するが，？k珂のおお‘(）か

ぷさった形即が 認められほい・

1.3) 氷蝕地形に具愉さ i),tるベミ他の茫形 1jくない占 即ち圏谷む堆厄環も t,J.

く、）レン t'` ヘッカーが単餃に存在するだげである” , !, , 

J::.述の如 く氷飲のものでな l＼か ら、 「氷 珂即J なる楳柱を建てるこ ‘乙IJ宦

だ不当である ． では， この 1レ ン ドヘ 、ッ カーを年ったものは何か・岩石面 I~榛

痕を及 ぼす作用 は ．ぅk司 の他 1：： 山満れ，落石、，ヽ） ！）フラクンョーノ ／弓萌或 Iょ

防屠埓が 一般に知ら れている ・・。栂状湛ゃm厖后面は、 11月らかに音の斤ゎ登と尽
わしめる疇しかし燦鬼の走向‘乙 ，＇その規摂 の点か".;)'蛍はる者詭 1こよゐむの

ではな く．が1は宮＇の運勃が存圧し，それがもたらし、たもn乙充入られるので

ある ．要す ・る 1こ』哩J)if-l司であゐこ乙に！ょ相違ないと倦ずる。この控憾につ．

いて娃 ，賽名 1よ更に識金中はので ，またの批会に叙志したい ・

4， 後紀

従宗，唾仕は仮ん必m．として ．残吾の下底が，百温の変化に応し口て閤汰
的に凍結して附近の定石を碇砕する 11¥思度は 1受郎作用とされてきたが，本邦

¥7) 

の高山咆帯 のよう な屈文JJ.:.践哩地沃では ，更に勁的な侵絃力を閂が徳レてい

ると考えら れ る。油述の如さ大現模は ）レン ドヘッカー を1に成するに 1よ，かみ

l)大きは力を必要とし，また谷）11岳束面の大1安飲痘の形成も理の作 l司l.t大さ

な役割を果したものと思われ る ，

田中菜吹は冦葬．山財くや台肉爾咀大山の山哄吋虹 1こ研房擦痕岩面が多敬発見
(S) （91 

さり1たこ とか ウして ，氷帽説 をたてら 1l・（たが今村学郎氏などによっ（氷河油

慕区戎 I])憫題（→反対さ れた ．

箪雹 はこ l)'tらも ，この 谷 川品の山絞上の）レ ンドヘ ッカーと 国c‘灰因と棺別す

る。婆するに奨在作涌 しつ>あ る哩他の域庶研究 1よ，氷蝕 茫形の成因 .t.(f)l'身

甦を鋲 <J::...I：：経めて哩哀で＇めゐ。
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